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明治五年にスロイスは金沢医学館において、「薬剤学」
の講義を行った。その講義の付録には「水検査論」が含ま
れ、「水の系統的定性化学分析」を講義している。その講
（１）
義の記録は藤本純吉筆記の「薬剤学３付録、水検査至珈」ぉ
（２）
よび稲坂謙吉筆記の「処剤規制、贋造試験、水検査法」に
見ることができる。この講義は短いものであるが、その内
容が「天然水に含まれる、陽イオンおよび陰イオンの系統
的定性分析」であることから非常に注目されるものである。
従来の我が国の「分析化学史」によれば、一八七○～’
八七四年に掛けての一一一崎尚之の弓のｍのｐ旨のの定性分析化学
書を部分的に翻訳した書籍が新しい分析化学のはじまりと
（３）
して挙げられているが、その内容と、一」のスロィスの「水
検査論」の内容を比較することは、分析化学史の上で非常
に有益なことである。
スロイスの「水の系統分析」講義
「薬剤学３付録：水検査論」藤本純吉筆記
「処剤規制、贋造試験、水検査法」稲坂謙吉筆記
金
沢
市
板
垣
英
治
本論文では、原文の引用は、２文字下がりでカタカナ表
記とした。読み易くするために、句読点、終止符を付け加
えた。なお、それぞれの元素及び化合物は化学的に正確には、
例えば鉄イオン、硫酸イオンと表現すべきであるが、当時
はイオンの概念がまだ無かったことから、この表記は省略
した。
ｌ
「
水
検
査
論
」
「水検査論」は、「蒸留水の製造法」に始まり、「天然水
の分析」、「淡水の分析」、「鉱水の分析」から構成されてい
る。この構成部分と、写のｍのｐ旨のの一八七七年に出版され
た「定性分析書」（ミミミミ心量言誉のｓ§冒三ご晏豊
三声○の圓目の」兇の英語版と比較すると次の様であり、そ
れぞれの項がよく対応している。
水
検
査
論
製造法、精製蒸留水ノ検明、蒸留水ノ用、
天
然
水
ノ
ァ
ナ
レ
ー
ゼ
「スートワートルノ検査、（国・の三口§Ⅱ、乏婁雪呈『）
第一検査法、第二検査法、第三検査法、第四検査法、
第
五
検
査
法
鉱
水
検
査
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水自固ノ検査、泉源二於ル検査法、舎密術工場ノ検査
鉱水ノ泉源二於ル固着物質ノ検査
シンテルス中フリヲーリュム有無ノ検明、
シンテルス中プロンシュール及プロンァフセットシュー
ル
有
無
ノ
検
明
（４）
司局の、のロ】口、
の①○は○口目・勺局四○はＣ四一○○口『の①』ロ勺四局は◎口一四局○四ｍのｍ・
自閂・レロ巴昌の】の。虎口四三局＆急日の円の〕⑨』Ｓ・
シ・レロＰ｝邑巴の。届で。冨亘の乏巴の扇》⑫』ｇ・
田・レロ巴邑の］の。鳧日目の国一三呉の『の》⑨図云・
』・ロメ四目曰昌】○口○崗言の言昌の司・
四・○℃の弓Ｐは○口のＰ庁（ずのｍごユロ血⑫四つｍ・
ワ○℃の局Ｐは○口のご←ずの一四ケ○局Ｐ（。『ヨョ⑫』つ⑤・
画・ロメ囚白目＆］○口○庵言のの】三の弓」ので○の耳⑰』三．
この事はスロイスはフレゼニウスの著書の古い版を参考
資料として使用していたことを示唆している。
次に、淳のｍの已巨印の一八五七年に出版された本書のオラ
ンダ語版と「甲」鉱水検査ミネラールワートルの部分と
（５）
比較したものが図１である。
この書籍は金沢大学自然科学系図書館（平成十七年七月に
付属図書館医学部分館より移管された。）に架蔵されているが、
そのタイトル頁には、「印記」として「長崎東衙官許」の
印影がみられ、安政末に加賀藩が長崎で購入したものであ
ることを示し、さらに「加州海軍局蔵書」、「金沢藩医学館」
の蔵書印があり、加州海軍局から金沢藩医学館と受け継が
れて来たものであることを示している。この事はこの本が
「明治以前に既に加賀藩の書架に存在」していたと云う重
要な事柄を示している。
図１に示す本書の内容の一部と藤本純吉の講義録の一部
を比較すると、「リケア」から始まる元素名、あるいは化
合物名は下のオランダ語で書かれた文章のものと良く一致
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
ス
ロ
イ
ス
が
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
甲のｍの□旨のの定性分析書を講義に用いていたことを示す確
証であると云うことが出来る。
藤本が筆記したスロイスの講義の内容は、文章形式で書
かれているために、直接比較検討することは避けて、以下
に実験方法の概略図として図示した。
２
「
淡
水
の
検
査
」
淡水の化学分析では、試料水を採取して重炭酸塩を壊す
た
め
に
、
直
ち
に
加
熱
し
て
溶
解
し
て
い
る
炭
酸
を
除
き
、
静
置
し
て
不
溶
物
を
沈
降
さ
せ
る
。
こ
れ
を
ろ
過
し
て
、
「
沈
殿
物
」
と
「ろ液」をとり、沈殿物（ａ）中の炭酸カルキ（炭酸カルシウ
ム）、炭酸マグネシア（炭酸マグネシウム）、水酸化鉄、重炭
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酸
塩
、
粘
土
な
ど
を
、
ま
た
ろ
過
液
（
Ａ
）
中
の
硫
酸
塩
、
塩
化
物
、
リ
ン
酸
塩
、
炭
酸
ア
ル
カ
リ
塩
、
硝
酸
塩
な
ど
の
化
学
物
質
の
定
性
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
沈
殿
物
（
ａ
）
を
希
硫
酸
で
洗
浄
後
、
洗
浄
液
中
に
溶
解
し
て
く
る
鉄
を
チ
オ
シ
ァ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
と
の
反
応
で
赤
色
の
発
色
を
す
る
こ
と
に
よ
り
検
出
し
て
い
る
。
次
に
ア
ン
モ
ニ
ア
で
中
和
後
ろ
過
し
て
、
そ
の
ろ
過
液
か
ら
膠
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
用
い
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
、
ア
ン
モ
ニ
ア
性
ア
ル
カ
リ
の
も
と
で
、
リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
検
出
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の
洗
浄
液
か
ら
は
、
塩
化
バ
リ
ウ
ム
を
使
用
し
て
硫
酸
の
検
出
を
、
さ
ら
に
モ
リ
ブ
テン酸アンモニウムでリン酸の検出を行っている。
ろ
過
液
（
Ａ
）
か
ら
の
分
析
は
詳
し
く
は
図
２
に
示
す
が
、
同
様
の
操
作
を
用
い
て
、
硫
酸
、
塩
素
、
リ
ン
酸
、
炭
酸
、
硝
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
呈
色
反
応
あ
る
い
は
沈
殿
反
応
を
用
い
て
検
出
を
行
て
い
る
。
３
天
然
水
の
採
取
と
分
析
天
然
水
を
採
取
す
る
時
に
先
ず
行
う
検
査
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
酸
素
の
影
響
、
炭
酸
や
硫
化
水
素
の
遊
離
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
試
料
水
を
直
ち
に
ろ
過
し
て
、
そ
の
残
置
を
用
い
て
２
価
鉄
塩
の
分
析
を
行
い
、
ま
た
溶
解
し
て
い
る
遊
離
炭
酸
イ
オ
ン
の
検出を気泡から、およびリトマス試検液（ラクモスチンキ１１
と
で
の
試
検
、
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
で
の
沈
殿
形
成
で
調
べ
て
い
る
（
図
３
）
。
硫
化
水
素
は
臭
い
、
及
び
黒
色
の
鉛
塩
の
形
成
で
、
３
価
鉄
塩
は
タ
ン
ニ
ン
酸
や
没
食
子
酸
で
の
呈
色
反
応
で
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
呈
色
反
応
で
、
写
の
の
目
自
切
は
間
違
っ
た
記
載
を
行
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
二
つ
の
呈
色
反
応
の
色
が
入
れ
替
わ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
藤
本
の
講
義
録
に
も
記
載
さ
れ
て
、
タ
ン
ニ
ン
酸
で
は
青
紫
色
、
没
食
子
酸
で
は
赤
紫
色
と
な
っ
て
い
る
。
正
し
く
は
前
者
が
赤
紫
色
、
後
者
が
青
紫
色
で
あ
る
。
（
改
訂
版
で
は
正
し
く
な
っ
て
（４）
いる。）
こ
の
天
然
水
を
実
験
室
に
持
ち
帰
っ
て
行
う
分
析
検
査
が
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）
。
水
中
に
は
非
常
に
低
濃
度
の
物
質
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
試
料
水
の
蒸
発
・
濃
縮
を
行
っ
て
い
る
。
その蒸発残置を用いて、鉄、リン酸、砒酸、銅、フッ素、
バリウムなどの多くの元素の分析を行っていた（図４）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
金
属
イ
オ
ン
の
検
出
操
作
の
中
に
、
「
吹
管
分
析
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
方
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
検
出
で
は
、
木
炭
の
板
に
小
さ
な
く
ぼ
み
を
作
り
、
そ
こ
に
試
料
液
を
垂
ら
し
、
是
に
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
焔
を
息
で
吹
き
つ
け
て
、
炎
色
反
応
を
起
こ
し
て
検
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
、
「
吹
管
分
析
の
技
術
」
は
重
要
な
最
新
の
分
析
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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４
鉱
泉
の
水
源
で
の
検
査
鉱泉の湧出している泉源には固形物が凝固・析出してい
る。この固形物を採取して、その成分を分析することによ
り、その鉱泉泉源の化学的性質を明らかにすることが出来
る。｜般にこの固形物には、鉛、バリウム、ストロンチウ
ム、砒素、アンチモン、錫、フッ素の化合物などが含まれ
ている。これらの元素の分析法は図５に簡単に示す。
この固形物中のフッ素の分析では、フッ化物をフシ化水
素に変換して、硝子面を溶解して画像を作る「硝子画像試
検法」が用いられていた。
これに続いて、シンテルス中のブロンシュール、ブロン
アフセトジュールの分析とする項があるが、この化合物が
何であるか不明である。オランダ語版では尻乏の一目員］
丙三の一四｛国の一ｍの｝目自とあり、また、英語版では》ｏ弓の己ＣＰＣ区》
呂・＆の曰・ＰＣ丘と記載されているが、現在は認められてい
ないものである。
考
察スロイスの「水検査論」の内容の重要な事柄は、それが
「化学的系統的分析実験法」であったことである。彼は舎
密学の講義では、元素単体とその化合物についての化学的
（６．７）
性質が中心となったものであった。その知識を基に組み立
てられているのが、この「系統的分析法」であり、また
「実用的な化学」でも有った。水を分析することにより、
その水が飲用に適するかどうかを知ることは、医学的にも
重要なことであった。
ここでこの講義に使用した。①のｇ旨のの「定性分析化学
書」について考察した。加賀藩が購入していた化学関係書
はおよそ四十種あり、その主なものの入手時期を、発行年
と蔵書印をもとに推定して、図６に描いた。この図により、
本講義で使用された参考書と講義との関係がよく分かる。
この写のｍのｐ旨のの「分析書」は「長崎東衙官許」の印記が
あることから、安政五年から万廷元年の頃ｌ横浜開港以前ｌ
に長崎で購入されたものであることを示している。この事
実は、スロイスが金沢医学館に着任のおよそ十年前に入手
されていたことを示している。従って、スロィスが着任の
際に持参したものではなく、恐らく加賀藩の舎密局および
軍艦所等で、すでに読まれていたものと見られる。これと
同様なことが、昨年報告した三一一百の化学書にも当ては
（８）
まる。これらの書籍に対して、スロイスがユトレヒトの陸
軍医学校で習った化学教授ご目」の回国局・烏の化学書には
「医学館」の蔵書印のみがあることから、スロィスが持参
（９）
してきたものの可能性が大きい。スロィスは医学館に着任
して、この車のｍの□旨のや三」一一の局の化学書を目にして、持
8９
参の書籍よりもより進歩したもので有ることに気づき、きっ
と講義に使用したのではないかと推定することが出来る。
次に我が国での分析化学史の上から考察してみる。明治初
（３）
期の関係史料を図７に示した。ハーフタマが定性分析の指導
をしたと記したものがあるが、その資料は見あたらない。
大阪舎密局の通訳をしていた三崎尚之が「試薬用法」「化
学器械図説」「試験階梯」などの翻訳書を出しているが、
いずれも写のｍのｐ旨のの「定性分析書」の部分的な翻訳であっ
た（図８）。特に「定性試検升屋」（文部省刊）では、「定性
分析法」の翻訳をしており、これが従来、我が国での分析
（、）
化学の始まりとも一云われていた。
この「定性試験升屋」の内容を、弓のｍのｐ旨ののテキスト
と比較すると、一一六四頁から三一一頁までの部分翻訳であっ
たことが分かる。ところが、スロイスが講義に使用した部
分は、一一一一九頁から三一一一○頁の部分であり、この部分に
（５）
「水の化学的系統分析法」が記載されていたのである。｝」
の事実は、三崎尚之は水の系統的定性分析法の部分を翻訳
していなかったのであり、それを基に、三崎の翻訳が定性
分析化学の始まりの様に記載した分析化学会発行の「日本
分析化学史」は、再考の必要があるということが出来る。
スロイスに続いて、ホルトルマンが明治八年秋から、より
詳細な「水の検査論」の講義を「実験舎密学」で行った。
文
献
１スロイス口述、藤本純吉筆記「薬剤学」巻之一～三、
金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
２スロイス口述、稲坂謙吉筆記、「処剤規制、贋造試験、
水検査法」、金沢大学医学部記念館蔵。
３菅原国香、「明治前の分析化学」、日本分析化学会編、
『日本分析化学史」（東京化学同人、一九八一）、六九’
八五頁。
４コのｍのロ旨の》○・罰・》二畳目Ｑ』＆ＣＥａ（ご言のｓの菖日』
レョロｃ巴⑭ご》胃四口の一呉のＱ一三○昏の富ｚのぎの『の←の曰謬》の昌一の。
ごｍ・雪・』・のロの・ロ『』・宮乏】一望陣の○三Ｚの尋呂・烏》
（屋ゴ）・金沢大学付属図書館蔵。
５写の、皀妄○・罰．．《超冒＆①菖員三号畳昌ミミ
＆の三ｍ＆①§Ｑ言の》三四日」の、の己の巳后目の巳一宮←
四○○ｍｇ已庁のぼくの二四ｍｇ」○○局○句・Ｄｏｐｐ四ｓの巨弩参四・
【の←皇□の］津》（岳ヨ）・金沢大学自然科学系図書館蔵。
６スロイス口述、藤本純吉筆記「舎密学」巻之一、一一、
金沢市立玉川図書館近世史料館蔵。
７板垣英治、同上、翻刻・解説、金沢大学資料館史料叢
書１、（一一○○五）。
（ｕ）
その詳細は至輌文に記載した。
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８
板
垣
英
治
、
北
陸
医
史
、
第
一
一
六
巻
、
｜
号
、
七
三
’
七
七
頁
（二○○四）。
９ぐ自旦のロロ局・の穴》」・国・》由香員亘日冒、号「浮き（言員①葛
》（屋ヨ）》金沢大学自然科学系図書館蔵。
Ⅲ三崎尚之、『定性試験升屋』文部省刊、明治七年、一一一
重大学付属図書館蔵。
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Ｐ
～
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、
（
二
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六
）
。
〃
図１．藤本純吉筆記「水検査論」とFre8emusの「定性分析書」の比較
［甲］積水検査ミネラールワートル
礦水検査法は常水検査法よりも錯雑である。磯水は多種の物質を含むことが多いからである。
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図２－１．沈殿物の検査
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図２－２．滋過液の検査
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泉源に於ける検査法
一濾過残法（鉄の珪酸・リン酸・砒酸塩）
濾過濾過水［大瓶に密閉保存］
水中の溶解した炭酸（独立炭酸）１．気泡として検出、
２．ラクモスチンキュールで
赤葡萄色の発色
３．カルキ水での白濁硫化水素瓦斯の検出
Ｌ瓶に入れ、手のひらで蓋をして、臭いを嗅ぐ
２．酸化鉛と水酸化ナトリウム溶液に溶かしたものを加え
黒褐色に発色
３．漉紙に酢酸鉛溶液を浸して、水の上に下げる。
紙の色の変化
２．で発色して、３．で変化しない時は、
硫化鉱属（金属硫化物）が存在
「エーセルオキシジュル」（３価鉄イオン）の検出
ﾖ色硝子杯］１．ローイシュール(Looizuur）タンニン酸
赤紫色redviolet
２．ハルノートシユール(Galnotenzuur)没食子酸
育紫色blueviolet
図３．
試料水
[白
図４．舎密術工場の検査
１．多迂に存在する成分の検明
泉源で３ポンドの水を採取、漁過する。
沌過水を数時間加熱する。時々蒸留水をつぎ足す。溶解性炭酸化合物が沈殿する。
沈殿物と演液に分ける
２．小辻に存在する成分の検明
漁過水２０ポンド以上を使用する。陶器皿または銀皿で加熱・蒸発濃縮、
小火で加熱する。
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図５．鉱水の泉源に於ける固着物質の検査
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図６．加賀藩が購入した化学谷の入手時期の推定
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図７．明治初期の分析化学講義と書籍
1869ハラタマ定性分析の指導？？
1870三崎尚之「試薬用法」溶媒、酸、塩基、塩類
1871スロイス「舎密学」巻一、巻二、講義
1872スロイス「薬剤学３，水検査論」講義
1872三崎尚之「化学器械図説」 定性分析操作
1874三崎尚之「試験階梯」 化合物の性質
1874三崎尚之、松本之盛「定性試験升屋」上、下、
文部省刊行、定性分析
1876飯沼長蔵「定辻試磯撰要」
図８．三崎尚之の「定性試験升屋」とスロイスの「水検査論」の比較
三崎尚之「定性試験升屋」
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